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背　景

金融機関の勘定系システムや企業の販売 ・ 在庫管理シス
テムなど，企業活動を円滑に遂行するための重要な仕組み
を担う基幹システムは，システム化されてから十数年が経
過しています．これらのシステムは，これまで長期間にわ
たり維持保守されてきた結果，さまざまな問題を抱えた状
態（レガシー化）となっており，特に「資産」や「人」に
ついて問題化する傾向があります（1）（図 ₁）．「資産」に関
する問題としては，度重なる追加開発によるシステムの肥
大化 ・ 複雑化や，追加開発時の設計ドキュメントの更新漏
れによる陳腐化などが挙げられます．また，「人」に関す
る問題としては，保守費削減に伴う体制の縮小や定年退職

により有識者が異動 ・ 退職することで業務知識が失われて
しまうこと，追加開発が特定分野に偏ることで理解の浅い
領域が生まれることが挙げられます．その結果，自社で構
築 ・ 保守しているシステムであっても，現行システムを十
分に把握できないというケースが少なくありません．
ビジネス競争力の強化やシステム維持コストの低減を目
的としてシステム更改を行う際，このようなレガシー化し
たシステムではプロジェクトに問題が発生するケースが少
なくありません．主な問題の例として，更改計画立案の失
敗や要件 ・ 仕様漏れの発覚による手戻りが挙げられます．
■更改計画立案の問題
更改計画立案の問題としては，計画立案時には維持する
べき現行システムの仕様を踏まえたうえでどのような新シ
ステムにするか，どのような手法で開発するか，その際の
課題は何かといったことを検討する必要があります．しか
し，レガシー化により現行システムの仕様が把握できない
と，検討のインプットとなる情報が得られず，計画の立案
が困難になります．
■要件 ･仕様漏れの問題
要件 ・ 仕様漏れの問題としては，現行システムの要件や
仕様の把握が不十分なまま開発に着手した場合，開発の途
中で即座に確認できず対応に多くの時間を要してしまうこ
とがあります．現行システムの要件や仕様漏れは試験工程
以降で顕在することも多く，試験が長期化することで，コ
ストの増大やスケジュールの遅延といった事態に陥ります．
こうした問題を未然に防ぎ，最適な再構築計画を策定す
るために，NTTデータではレガシーモダナイゼーション
ソリューション（レガモダソリューション）を整備しました．

レガモダソリューション紹介

システム更改を安全かつ確実に実行するため，NTTデー
タがレガシーシステム更改実績から得たノウハウをレガモ
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図 1 　長年運用したシステムのレガシー化
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レガシーシステムを次のステップへ躍進させ
るための開発アプローチ
長期間にわたり維持保守されてきたレガシーシステムを再構築する際に必要なツールやノウハウを結集し，最適かつ確実なシ
ステム更改を実現する開発アプローチとして，レガシーモダナイゼーションソリューションを整備しました．本ソリューション
を適用してシステムを更改することにより，単なる移行ではなく新たなサービスを生み出す起点となることをめざしています．
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ダソリューションとして集約しました．レガモダソリュー
ションでは「N字開発モデル」を推奨しており，従来のV
字モデルの開発着手前に「現状把握」「戦略立案」「仕様復
元」のプロセスを追加しています（図 2）．
まず「現状把握」プロセスで現行システムの資産（プロ
グラム，ドキュメントなど）を可視化し，現行システムの
課題を明確にします．次に「戦略立案」プロセスで現行シ
ステムの課題を踏まえた最適な再構築の計画立案を行いま
す．「戦略立案」の結果，再構築に必要となる現行仕様の
把握が困難な個所が判明した場合，「仕様復元」プロセス
で開発着手前に現行仕様を復元します．
レガモダソリューションでは，この3つのプロセスを実
施するためのアセスメント，および復元のソリューション
を提供しています．

アセスメント

アセスメントは，プログラムやドキュメントなどの現行
資産を調査して定量的に可視化し，更改方針の検討 ・ 計画
の立案をサポートするサービスです．NTTデータでは，
分析ツールを利用して客観的な評価レポートを出力し，現
行システムの状態についてお客さまと認識の共有を図りま
す（図 3）．また，多数の適用実績を基にほかの案件との
相対比較を行うことでシステムの特性を把握します．

現行システムの可視化は，複数の調査 ・ 分析方法をアセ
スメントの目的に応じて組み合わせて実施します．以下は
代表的な調査 ・ 分析方法です．
①�　現行プログラム資産分析：プログラム資産やログ情
報を基に，ツール（一部手動）解析を実施し，プログ
ラムの規模情報のほか，未使用プログラムの特定，プ
ログラムの複雑度，クローン率などの指標で，システ
ムの現状を可視化します．
②�　現行ドキュメント資産分析：仕様把握に必要な情報
がドキュメントレベルで網羅されているか，設計書に
記載された内容とソースコードに記載された内容が一
致するかを可視化します．
③�　製品の非互換調査：プログラム言語（COBOL，
JCLなど）や，メインフレームのユーティリティ類，
通信 ・ データベースなどのミドルウェア製品につい
て，システム更改時に非互換となり得る情報を抽出し
ます．
これらの調査を実施することで，現行システムの課題を
可視化 ・ 認識共有し，最適な開発計画を立案することを支
援します．

復　元

アセスメントを実施した結果，現行仕様把握が困難な個

現状把握 戦略立案 仕様復元 通常の開発

図 2 　レガモダソリューションの位置付け
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所が判明した場合，更改開発着手前に現行仕様を復元する
ことが必要となります．NTTデータではこの復元プロセ
スを現行仕様復元実施手順として整理し，詳細なアクティ
ビティレベルまで定義しました．これにより，現行仕様復
元に必要なプロセスをベストプラクティスとしてプロジェ
クトに提供し，問題化抑止に取り組んでいます．

仕様復元プロセスでは，処理仕様復元 ・ 機能仕様復元 ・
業務仕様復元と段階的に下流から上流の設計情報を復元さ
せていきます（図 ₄）．最終的に更改開発に必要な現行設
計情報一式をそろえ，品質保証計画を策定することをめざ
します．処理仕様復元についてはリエンジニアリングツー
ルを利用し，プログラムソースから抽出できる内容を処理

図 4 　仕様復元の概要
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図 3 　アセスメントの概要
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設計書として自動生成します．機能仕様復元 ・ 業務仕様復
元は，残存する現行ドキュメントや処理仕様復元の成果物
を基に有識者へのヒアリングも行いながら設計情報を復元
させていきます．
このように現行仕様復元実施手順は，NTTデータが多
数のプロジェクトにて復元に取り組んできた実績をまと
め，復元する際に必要となる設計情報が何かについてプロ
セスとともに体系的に整理したものです．本手順に沿って
復元作業を実施することで，効率的で確実な仕様復元を実
現しています．

今後の展開

NTTデータは，安全かつ確実なシステム更改を実現す
るだけでなく，お客さまのニーズにこたえ，その成長を支
えていくために，本ソリューションのさらなる発展に向け
て取り組んでいきます．具体的には次の3つの取り組みを
進めていきます．1番目は，現行仕様の活用による試験効
率化や移行ツールによる自動化を通じて「開発期間短縮」
を実現させます．2番目は，現行メインフレーム資産を有
効活用するためにオープン基盤上で現行資産を動作させる
「メインフレーム機能」を整備します．3番目は，現行シ
ステムの利便性を拡大するため，外部システムとの接続を
可能にする「外部接続インタフェース」を用意します．こ
れらのイメージを図 ₅に示します．
こうした取り組みにより，安全かつ確実で短期間の更改

を実現させるとともに，NTTデータの開発実績やサービ
ス ・ ソリューションなどを活用しながら，FintechやIoT
（Internet�of�Things）などの革新領域との連携を実現し，
お客さまのITシステムのビジネス価値向上を図っていき
ます．
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図 5 　レガモダソリューションの発展イメージ
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